
＃番外：「額と右の手への刻印」の意味（私論） 

 

●現代クリスチャンの致命的な誤解 世界が終末的状況を呈してい

る中、多くのクリスチャンが聖書の致命的な誤解をしてはいないか？

◆ヨハネの黙示録:13:16には「獣」が「また、小さき者にも、大いなる

者にも、富める者にも、貧しき者にも、自由人にも、奴隷にも、すべて

の人々に、その右の手あるいは額に刻印を押させ」て、その「刻印」

を押されてしまうと地獄に行ってしまうと、「文字通りに」信じているか

も知れない。◆しかし、「文字通り」に、そう信じさせることこそ「獣」の

謀略であったらどうだろう？現にDSサイドは黙示録の現実化を促進

することが、キリスト再臨を早めて神の国の実現に寄与すると考えて

いるかのような動きだ。◆今一度、冷静に聖書から「額」「右の手」「刻

印」の意味を確認する時ではないか？◆聖書預言には「象徴預言」

と「文字通り預言」があり、黙示録は基本的に「象徴預言」の書物だか

ら、難解と感じるのである。黙示録には「象徴預言の読み方」を適用

しなければならない。 

「逆思考」という、更なる解読のヒントがある。つまり①なぜ「額」なの

か？「頬」「腹」ではダメなのか？②なぜ「右の手」限定なのか？「左

の手」「左足」ではダメなのか？③なぜ「刻印」なのか？刻印は痛そう

だから「ペインティング（塗布）」にしてもらいたいがダメか？・・・あなた

はどう答えますか？ 

＜①額について＞「額」は聖なる部位である。罪の象徴としてのらい

病も、額にあってはならない。 

出エジ:28章:38節   これはアロンの額にあり、・・・常にアロンの額に

なければならない。  レビ記:13章:41節   もしその額の毛が抜け落ち

ても、それが額のはげならば清い。  レビ記:13章:42節   ・・・はげ額

にらい病が発したのである。  申命記:14章:1節   あなたがたはあな

たがたの神、主の子供である。死んだ人のために自分の身に傷をつ

けてはならない。・・・ 歴代志下:26章:19節  ・・・彼が祭司に向かっ

て怒りを発している間に、らい病がその額に起った。・・・ 歴代志

下:26章:20節   祭司の長アザリヤおよびすべての祭司たちが彼を見

ると、彼の額にらい病が生じていたので、急いで彼をそこから追い出

した。・・・  

カミソリを当ててはいけないのは、象徴的に「額」を聖なる部位として

いるから。 

申命記:14章:1節 ・・・また額の髪をそってはならない。   

「額」を攻撃されると、敗北する。敵が「額」を打たれたのは偶然では

ない。 

サムエル記上:17章:49節   ダビデは手を袋に入れて、その中から一

つの石を取り、石投げで投げて、ペリシテびとの額を撃ったので、石

はその額に突き入り、うつむきに地に倒れた。   

「額」は信仰を顕す。常に清く堅くすべき場所 

エレミヤ書:3章:3節   それゆえ雨はとどめられ、春の雨は降らなかっ

た。しかもあなたには遊女の額があり、少しも恥じようとはしない。  エ

レミヤ書:48章:45節   逃げた者はヘシボンの陰に、力なく立ちどま

る。ヘシボンから火が出、シホンの家から炎が出て、モアブの額、騒

ぐ人々の頭の頂を焼いたからだ。  エゼキエル書:3章:8節   見よ、わ

たしはあなたの顔を彼らの顔に向かって堅くし、あなたの額を彼らの

額に向かって堅くした。  エゼキエル書:3章:9節   わたしはあなたの

額を岩よりも堅いダイヤモンドのようにした。ゆえに彼らを恐れてはな

らない。彼らの顔をはばかってはならない。彼らは反逆の家である」。   

主は「額」の信仰を見られる。御使いは終末に一人一人に信仰を顕

す「印」を押す。これは祝福にも裁きにもなる。 

エゼキエル書:9章:4節   彼に言われた、「町の中、エルサレムの中を

めぐり、その中で行われているすべての憎むべきことに対して嘆き悲

しむ人々の額にしるしをつけよ」。  ヨハネの黙示録:7章:3節   「わた

したちの神の僕らの額に、わたしたちが印をおしてしまうまでは、地と

海と木とをそこなってはならない」。  ヨハネの黙示録:9章:4節   彼ら

は、地の草やすべての青草、またすべての木をそこなってはならない

が、額に神の印がない人たちには害を加えてもよいと、言い渡され

た。  ヨハネの黙示録:13章:16節   また、小さき者にも、大いなる者に

も、富める者にも、貧しき者にも、自由人にも、奴隷にも、すべての

人々に、その右の手あるいは額に刻印を押させ、  ヨハネの黙示

録:14章:1節   なお、わたしが見ていると、見よ、小羊がシオンの山に

立っていた。また、十四万四千の人々が小羊と共におり、その額に小

羊の名とその父の名とが書かれていた。  ヨハネの黙示録:14章:9節   

ほかの第三の御使が彼らに続いてきて、大声で言った、「おおよそ、

獣とその像とを拝み、額や手に刻印を受ける者は、   

裁きを受ける者の「額」には呪いの刻印が付けられる。 

ヨハネの黙示録:17章:5節   その額には、一つの名がしるされてい

た。それは奥義であって、「大いなるバビロン、淫婦どもと地の憎むべ

きものらとの母」というのであった。   

獣をもその像をも拝まず、その刻印を額や手に受けることをしなかっ

た人々の「額」には御名が刻印される。 

ヨハネの黙示録:20章:4節   また見ていると、かず多くの座があり、そ

の上に人々がすわっていた。そして、彼らにさばきの権が与えられて

いた。また、イエスのあかしをし神の言を伝えたために首を切られた

人々の霊がそこにおり、また、獣をもその像をも拝まず、その刻印を

額や手に受けることをしなかった人々がいた。彼らは生きかえって、

結論 「額」は信仰を顕わし、常に清く堅くあるべき部位。「右」は主

の「力、栄光、祝福、救い、勝利、特権」を示す。「刻印」とは聖霊

の証印（焼き印）。「額や右の手に神の刻印が押される」とは「神へ

の信仰を持ち、神の全能を賛美する聖霊と共にある人」、逆に「額

や右の手に獣の刻印を押される」とは「反神的信仰、被造物賛美、

悪霊影響下の人」の象徴表現。また、「この刻印のない者はみな、

物を買うことも売ることもできないようにした。…」（黙示13:17、口語

訳）とあるが、欽定訳には「物を」を意味する単語は無く、訳出者の

（勝手な）挿入と思われる（※）。「売買」とは生活物資の売り買いで

はなく、霊的な売買ではないか。「聖霊の証印」とは原語で「手付

金」のことで、「贖い」は「（売り渡されていた魂の）買い取り」、契約

的には信仰者の霊的生命の「買い戻し」である。象徴的に額や右

の手にサタンの証印が押してある人間は当然、神は買い戻せな

い。 

※文語訳、新改訳、WEBは「物を」なし。新共同訳は「物を」あり。

カトリック影響の訳出と考えられる。 



キリストと共に千年の間、支配した。  ヨハネの黙示録:22章:4節   御

顔を仰ぎ見るのである。彼らの額には、御名がしるされている。 

＜②右の手について＞「右」は主の「力」「栄光」「祝福」「救い」「勝

利」を示す。「右の手」「右の耳」「右の足」など。また「長子の特権」 

創世記:48章:13節   ヨセフはエフライムを右の手に取ってイスラエル

の左の手に向かわせ、マナセを左の手に取ってイスラエルの右の手

に向かわせ、ふたりを近寄らせた。  創世記:48章:14節   すると、イス

ラエルは右の手を伸べて弟エフライムの頭に置き、左の手をマナセ

の頭に置いた。マナセは長子であるが、ことさらそのように手を置いた

のである。  創世記:48章:17節   ヨセフは父が右の手をエフライムの

頭に置いているのを見て不満に思い、父の手を取ってエフライムの

頭からマナセの頭へ移そうとした。  創世記:48章:18節   そしてヨセフ

は父に言った、「父よ、そうではありません。こちらが長子です。その

頭に右の手を置いてください」。  出エジプト記:15章:6節   主よ、あな

たの右の手は力をもって栄光にかがやく、主よ、あなたの右の手は

敵を打ち砕く。  出エジプト記:15章:12節   あなたが右の手を伸べら

れると、地は彼らをのんだ。  出エジプト記:29章:20節   そしてあなた

はその雄羊をほふり、その血を取って、アロンの右の耳たぶと、その

子たちの右の耳たぶとにつけ、また彼らの右の手の親指と、右の足

の親指とにつけ、その残りの血を祭壇の四つの側面に注ぎかけなけ

ればならない。  レビ記:14章:14節   そして祭司はその愆祭の血を取

り、これを清められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の足の

親指とにつけなければならない。  レビ記:14章:17節   祭司は手のひ

らにある油の残りを、清められる者の右の耳たぶと、右の手の親指

と、右の足の親指とに、さきにつけた愆祭の血の上につけなければ

ならない。  レビ記:14章:25節   そして祭司は愆祭の雄の小羊をほふ

り、その愆祭の血を取って、これを清められる者の右の耳たぶと、右

の手の親指と、右の足の親指とにつけなければならない。  レビ記:14

章:28節   また祭司はその手のひらにある油を、清められる者の右の

耳たぶと、右の手の親指と、右の足の親指とに、すなわち、愆祭の血

をつけたところにつけなければならない。  申命記:33章:2節   「主は

シナイからこられ、セイルからわれわれにむかってのぼられ、パランの

山から光を放たれ、ちよろずの聖者の中からこられた。その右の手に

は燃える火があった。  士師記:7章:20節   すなわち三組の者がラッ

パを吹き、つぼを打ち砕き、左の手にはたいまつをとり、右の手には

ラッパを持ってそれを吹き、「主のためのつるぎ、ギデオンのための

つるぎ」と叫んだ。  サムエル記下:20章:9節   ヨアブはアマサに、「兄

弟よ、あなたは安らかですか」と言って、ヨアブは右の手をもってアマ

サのひげを捕えて彼に口づけしようとしたが、  ヨブ記:40章:14節   そ

うすれば、わたしもまた、あなたをほめて、あなたの右の手はあなたを

救うことができるとしよう。  詩篇:17章:7節   寄り頼む者をそのあだか

ら右の手で救われる者よ、あなたのいつくしみを驚くばかりにあらわ

し、  詩篇:18章:35節   あなたはその救の盾をわたしに与え、あなた

の右の手はわたしをささえ、あなたの助けはわたしを大いなる者とさ

れました。  詩篇:20章:6節   今わたしは知る、主はその油そそがれた

者を助けられることを。主はその右の手による大いなる勝利をもって

その聖なる天から彼に答えられるであろう。  詩篇:21章:8節   あなた

の手はもろもろの敵を尋ね出し、あなたの右の手はあなたを憎む者

を尋ね出すであろう。   詩篇:44章:3節   彼らは自分のつるぎによっ

て国を獲たのでなく、また自分の腕によって勝利を得たのでもありま

せん。ただあなたの右の手、あなたの腕、あなたのみ顔の光によるの

でした。あなたが彼らを恵まれたからです。  詩篇:45章:4節   真理の

ため、また正義を守るために威厳をもって、勝利を得て乗り進め。あ

なたの右の手はあなたに恐るべきわざを教えるであろう。  詩篇:48

章:10節   神よ、あなたの誉は、あなたのみ名のように、地のはてにま

で及びます。あなたの右の手は勝利で満ちています。  詩篇:60章:5

節   あなたの愛される者が助けを得るために、右の手をもって勝利を

与え、われらに答えてください。  詩篇:63章:8節   わたしの魂はあな

たにすがりつき、あなたの右の手はわたしをささえられる。  詩篇:73

章:23節   けれどもわたしは常にあなたと共にあり、あなたはわたしの

右の手を保たれる。   

人間の力で主に抗う者の「右の手」は呪われる。 

詩篇:26章:10節   彼らの手には悪い企てがあり、彼らの右の手は、ま

いないで満ちています。   

人間は主の「右の手」を慕い求め、祈るべきと教えられる。 

詩篇:74章:11節   なぜあなたは手を引かれるのですか。なぜあなた

は右の手をふところに入れておかれるのですか。  詩篇:77章:10節   

その時わたしは言う、「わたしの悲しみはいと高き者の右の手が変っ

たことである」と。  詩篇:78章:54節   神は彼らをその聖地に伴い、そ

の右の手をもって獲たこの山に伴いこられた。  詩篇:80章:15節   あ

なたの右の手の植えられた幹と、みずからのために強くされた枝とを

かえりみてください。  詩篇:80章:17節   しかしあなたの手をその右の

手の人の上におき、みずからのために強くされた人の子の上におい

てください。  詩篇:89章:13節   あなたは大能の腕をもたれます。あな

たの手は強く、あなたの右の手は高く、  詩篇:89章:25節   わたしは

彼の手を海の上におき、彼の右の手を川の上におく。  詩篇:89章:42

節   あなたは彼のあだの右の手を高くあげ、そのもろもろの敵を喜ば

せられました。  詩篇:98章:1節   新しき歌を主にむかってうたえ。主

はくすしきみわざをなされたからである。その右の手と聖なる腕とは、

おのれのために勝利を得られた。  詩篇:118章:15節   聞け、勝利の

喜ばしい歌が正しい者の天幕にある。「主の右の手は勇ましいはたら

きをなし、  詩篇:118章:16節   主の右の手は高くあがり、主の右の手

は勇ましいはたらきをなす」。  詩篇:121章:5節   主はあなたを守る

者、主はあなたの右の手をおおう陰である。  詩篇:138章:7節   たと

いわたしが悩みのなかを歩いても、あなたはわたしを生かし、み手を

伸ばしてわが敵の怒りを防ぎ、あなたの右の手はわたしを救われま

す。   箴言:3章:16節   その右の手には長寿があり、左の手には富

と、誉がある。  雅歌:2章:6節   どうか、彼の左の手がわたしの頭の下

にあり、右の手がわたしを抱いてくれるように。  雅歌:8章:3節   どう

か、彼の左の手がわたしの頭の下にあり、右の手がわたしを抱いてく

れるように。 イザヤ書:41章:10節   恐れてはならない、わたしはあな

たと共にいる。驚いてはならない、わたしはあなたの神である。わたし

はあなたを強くし、あなたを助け、わが勝利の右の手をもって、あなた

をささえる。  イザヤ書:41章:13節   あなたの神、主なるわたしはあな

たの右の手をとってあなたに言う、「恐れてはならない、わたしはあな

たを助ける」。  イザヤ書:45章:1節   わたしはわが受膏者クロスの右

の手をとって、もろもろの国をその前に従わせ、もろもろの王の腰を

解き、とびらをその前に開かせて、門を閉じさせない、と言われる主

はその受膏者クロスにこう言われる、  イザヤ書:48章:13節   わが手

は地の基をすえ、わが右の手は天をのべた。わたしが呼ぶと、彼らは

もろともに立つ。  イザヤ書:62章:8節   主はその右の手をさし、大能

のかいなをさして誓われた、「わたしは再びあなたの穀物をあなたの

敵に与えて食べさせない。また、あなたが労して得たぶどう酒を異邦

人に与えて飲ませない。   

自分の「右の手」を信頼してはならない。 

詩篇:137章:5節   エルサレムよ、もしわたしがあなたを忘れるならば、



わが右の手を衰えさせてください。   

決して悪人の「右の手」を信頼してはならない。 

詩篇:144章:8節   彼らの口は偽りを言い、その右の手は偽りの右の

手です。 詩篇:144章:11節   わたしを残忍なつるぎから救い、異邦人

の手から助け出してください。彼らの口は偽りを言い、その右の手は

偽りの右の手です。  箴言:27章:16節   この女を制するのは風を制

するのとおなじく、右の手に油をつかむのとおなじだ。  イザヤ書:44

章:20節   彼は灰を食い、迷った心に惑わされて、おのれを救うこと

ができず、また「わが右の手に偽りがあるではないか」と言わない。   

罪は「神の右の手」を無きものとし、全ての祝福を失わせる。 

哀歌:2章:3節   主は激しい怒りをもって、イスラエルのすべての力を

断ち、敵の前で、おのれの右の手を引きもどし、周囲を焼きつくす燃

える火のように、ヤコブを焼かれた。  哀歌:2章:4節   主は敵のように

弓を張り、あだのように右の手を伸べて立ち、シオンの娘の天幕にお

るわれわれの目に誇る者を、ことごとく殺し、火のようにその怒りを注

がれた。  エゼキエル書:39章:3節   あなたの左の手から弓を打ち落

し、右の手から矢を落させる。  ダニエル書:12章:7節   かの亜麻布を

着て、川の水の上にいた人が、天に向かって、その右の手と左の手

をあげ、永遠に生ける者をさして誓い、それは、ひと時とふた時と半

時である。聖なる民を打ち砕く力が消え去る時に、これらの事はみな

成就するだろうと言うのを、わたしは聞いた。  ハバクク書:2章:16節   

あなたは誉の代りに恥に飽き、あなたもまた飲んでよろめけ。主の右

の手の杯は、あなたに巡り来る。恥はあなたの誉に代る。   

「右の手が罪を犯す」のは重大な罪、5:29「右の目」も同様。クリス

チャンが完全には主に信頼せず、自分の力に頼っても結果は悲惨

だ。そんな「自分の右の手、右の目」は霊的に切断、投げ捨てなけれ

ばならない。 

マタイによる福音書:5章:30節   もしあなたの右の手が罪を犯させる

なら、それを切って捨てなさい。五体の一部を失っても、全身が地獄

に落ち込まない方が、あなたにとって益である。   

クリスチャンが「右の手」で成したことは「主にさせていただいたこと」。

だから「他の手」に自慢することは偽物信仰である。 

マタイによる福音書:6章:3節   あなたは施しをする場合、右の手のし

ていることを左の手に知らせるな。   

キリストは罪人に代わって「葦の棒＝信頼できない人間的な力への

信仰」を持って死なれ、無きものとした。クリスチャンは二度と「葦の

棒」を持ってはならない。 

マタイによる福音書:27章:29節   また、いばらで冠を編んでその頭に

かぶらせ、右の手には葦の棒を持たせ、それからその前にひざまず

き、嘲弄して、「ユダヤ人の王、ばんざい」と言った。   

神は「右の手」に「巻物」を所有する。真実のクリスチャンはその意味

を悟る。 

ヨハネの黙示録:2章:1節   エペソにある教会の御使に、こう書きおくり

なさい。『右の手に七つの星を持つ者、七つの金の燭台の間を歩く

者が、次のように言われる。  ヨハネの黙示録:5章:1節   わたしはま

た、御座にいますかたの右の手に、巻物があるのを見た。その内側

にも外側にも字が書いてあって、七つの封印で封じてあった。  ヨハ

ネの黙示録:5章:7節   小羊は進み出て、御座にいますかたの右の手

から、巻物を受けとった。   

＜③刻印について＞「刻印」は旧約では「印の彫刻」と表現され、「主

に聖なるもの＝イスラエル十二部族」を憶えるものであった。 

出エジプト記:28章:11節   宝石に彫刻する人が印を彫刻するように、

イスラエルの子たちの名をその二つの石に刻み、それを金の編細工

にはめ、  出エジプト記:28章:21節   その宝石はイスラエルの子らの

名に従い、その名とひとしく十二とし、おのおの印の彫刻のように十

二の部族のためにその名を刻まなければならない。  出エジプト

記:28章:36節   あなたはまた純金の板を造り、印の彫刻のように、そ

の上に『主に聖なる者』と刻み、  出エジプト記:39章:6節   また、縞め

のうを細工して、金糸の編細工にはめ、これに印を彫刻するように、イ

スラエルの子たちの名を刻み、  出エジプト記:39章:14節   その宝石

はイスラエルの子たちの名にしたがい、その名と等しく十二とし、おの

おの印の彫刻のように、十二部族のためにその名を刻んだ。  出エ

ジプト記:39章:30節   また純金をもって、聖なる冠の前板を作り、印

の彫刻のように、その上に「主に聖なる者」という文字を書き、   

印を押した書はだれも取り消すことができない。 

エステル記:8章:8節   あなたがたは自分たちの思うままに王の名を

もってユダヤ人についての書をつくり、王の指輪をもってそれに印を

押すがよい。王の名をもって書き、王の指輪をもって印を押した書は

だれも取り消すことができない」。   

「印」は心に置かれるもの。 

雅歌:8章:6節   わたしをあなたの心に置いて印のようにし、あなたの

腕に置いて印のようにしてください。愛は死のように強く、ねたみは墓

のように残酷だからです。そのきらめきは火のきらめき、最もはげしい

炎です。   

「印」は人間そのものである。聖書は人間を「印」に喩えている。 

エゼキエル書:28章:12節   「人の子よ、ツロの王のために悲しみの歌

をのべて、これに言え。主なる神はこう言われる、あなたは知恵に満

ち、美のきわみである完全な印である。  ハガイ書:2章:23節   万軍の

主は言われる、シャルテルの子、わがしもべゼルバベルよ、主は言わ

れる、その日、わたしはあなたを立て、あなたを印章のようにする。わ

たしはあなたを選んだからであると、万軍の主は言われる」。   

一度、「印」されたら誰も変更できない。 

ダニエル書:6章:17節   そして一つの石を持ってきて、穴の口をふさ

いだので、王は自分の印と、大臣らの印をもって、これに封印した。こ

れはダニエルの処置を変えることのないようにするためであった。   

「刻印」とは「証印」 

ローマ人への手紙:4章:11節   そして、アブラハムは割礼というしるし

を受けたが、それは、無割礼のままで信仰によって受けた義の証印

であって、彼が、無割礼のままで信じて義とされるに至るすべての人

の父となり、   

御霊は「証印」 

コリント人への第二の手紙:1章:22節   神はまた、わたしたちに証印を

おし、その保証として、わたしたちの心に御霊を賜わったのである。 

エペソ人への手紙:1章:13節   あなたがたもまた、キリストにあって、

真理の言葉、すなわち、あなたがたの救の福音を聞き、また、彼を信

じた結果、約束された聖霊の証印をおされたのである。    

クリスチャンは「イエスの焼き印を身に帯びている」 

ガラテヤ人への手紙:6章:17節   だれも今後は、わたしに煩いをかけ

ないでほしい。わたしは、イエスの焼き印を身に帯びているのだか



ら。   

救われる人は、「あがないの日のために、聖霊の証印を受け」る。 

エペソ人への手紙:4章:30節   神の聖霊を悲しませてはいけない。あ

なたがたは、あがないの日のために、聖霊の証印を受けたのである。   

御使いが印を持って額に刻印する。 

ヨハネの黙示録:7章:2節   また、もうひとりの御使が、生ける神の印を

持って、日の出る方から上って来るのを見た。彼は地と海とをそこなう

権威を授かっている四人の御使にむかって、大声で叫んで言った、  

ヨハネの黙示録:7章:3節   「わたしたちの神の僕らの額に、わたした

ちが印をおしてしまうまでは、地と海と木とをそこなってはならない」。   

印をおされた者は十四万四千人・・・ただし、これはゲマトリア（数秘）

であり、文字通り解釈はNG。 

ヨハネの黙示録:7章:4節   わたしは印をおされた者の数を聞いたが、

イスラエルの子らのすべての部族のうち、印をおされた者は十四万四

千人であった。   

額に神の印がない人たちには害を加えてもよい 

ヨハネの黙示録:9章:4節   彼らは、地の草やすべての青草、またす

べての木をそこなってはならないが、額に神の印がない人たちには

害を加えてもよいと、言い渡された。   

「刻印」は「右の手」または「額」に押され、無いものは売買できない。

「刻印」は「獣の名」または「その名の数字」を示す。 

ヨハネの黙示録:13章:16節   また、小さき者にも、大いなる者にも、富

める者にも、貧しき者にも、自由人にも、奴隷にも、すべての人々に、

その右の手あるいは額に刻印を押させ、  ヨハネの黙示録:13章:17節   

この刻印のない者はみな、物を買うことも売ることもできないようにし

た。この刻印は、その獣の名、または、その名の数字のことである。   

「刻印を受ける」とは「獣とその像を拝む」こと。彼らに「安息」はない。 

ヨハネの黙示録:14章:9節   ほかの第三の御使が彼らに続いてきて、

大声で言った、「おおよそ、獣とその像とを拝み、額や手に刻印を受

ける者は、  ヨハネの黙示録:14章:11節   その苦しみの煙は世々限り

なく立ちのぼり、そして、獣とその像とを拝む者、また、だれでもその

名の刻印を受けている者は、昼も夜も休みが得られない。   

「獣の刻印を持つ人々＝その像を拝む人々」のからだには、「ひどい

悪性のでき物」（喩え）ができる。 

ヨハネの黙示録:16章:2節   そして、第一の者が出て行って、その鉢

を地に傾けた。すると、獣の刻印を持つ人々と、その像を拝む人々と

のからだに、ひどい悪性のでき物ができた。   

「イエスのあかしをし神の言を伝えたために首を切られた人々＝獣を

もその像をも拝まず、その刻印を額や手に受けることをしなかった

人々」である。 

ヨハネの黙示録:20章:4節   また見ていると、かず多くの座があり、そ

の上に人々がすわっていた。そして、彼らにさばきの権が与えられて

いた。また、イエスのあかしをし神の言を伝えたために首を切られた

人々の霊がそこにおり、また、獣をもその像をも拝まず、その刻印を

額や手に受けることをしなかった人々がいた。彼らは生きかえって、

キリストと共に千年の間、支配した。   

●まとめ 

「その右の手あるいは額に刻印を押させ」（黙示録:13章:16節 ）の意

味は、ワクチン接種とか、バーコードとか、酸化グラフェン等のことで

はないと私は思う。黙示録は当たり前の、最も大切な信仰について言

及しているのだ。そう理解することが、最も全聖書の内容との齟齬（乖

離）がない。◆黙示録は、新旧約全聖書の意味を正確に理解してい

るかの「巻末テスト」のようなものだ。表面だけの理解では及第点は取

れない。「聖書の預言はすべて、自分勝手に解釈すべきでない」（第

二ペテ1:20）。 

①「額」は常に「聖」にしておくことが求められている。人間的なカミソ

リ（思い込み）で整えることはダメだ。「額」は信仰を顕し、常に清く堅く

あるべき場所なのだ。「額」（信仰）を「岩よりも堅いダイヤモンド」のよう

にせよと神は言う（エゼキエル:3:9）。「額」は信仰を問われている。

「獣をもその像をも拝ま」ない人々（黙示録:20:4）こそ、「獣の刻印を

額や手に受けることをしなかった人々」なのだ。 

②主の「右の手」を求めないものは、結局、「偽りの右の手＝獣の右

の手」を知らずに求めることになる。自分の「右の手」も、悪人の「右の

手」も信頼してはならない。罪は「神の右の手」を無きものとし、全ての

祝福を失わせる。 

③「刻印」は旧約では最初、「印の彫刻」と表現され、「主に聖なるも

の＝イスラエル十二部族」を憶えるものであった。つまり現代のクリス

チャンを確認するものとなる。「印」は心に置かれるもの、「印」は人間

そのもので、聖書は人間を「印」に喩えていた。そして一度、「印」され

たら誰も変更できない。契約は聖書では完全に神聖だ。◆新約で

は、「刻印＝聖霊の証印」として明確化される。つまりクリスチャンは

「イエスの焼き印を身に帯びている」。救われる人は、「あがないの日

のために、聖霊の証印を受け」ている。それ故、額に神の印がない人

たちには害を加えてもよい（黙示録）とある。◆また、「この刻印のない

者はみな、物を買うことも売ることもできないようにした。…」（黙示

13:17）とあるが、欽定訳には「物を」を意味する単語は無く、訳出者

の（勝手な）挿入と思われる。「売買」とは生活物資の売り買いではな

く、霊的な売買ではないのか。「聖霊の証印」とは原語で「手付金」の

ことで、「贖い」は「永遠の命の贈呈行為」であり、聖書契約的には信

仰者の霊的生命の「買い戻し」である。象徴的に額や右の手にサタン

の証印が押してある人間は当然、神が売買することはできない（買い

戻せない）。◆「刻印」は「獣の名」または「その名の数字」を示すけれ

ども、そこにフォーカスしすぎると、敵の罠にはまる（※）。神は敢えて

証印を持たない者が誤爆するのを止めないのではないか。如何せ

ん、「刻印を受ける」とは「獣とその像を拝む」ことだから、正直に時に

関わらず、自分の信仰を堅く保つべきだ。◆「獣の刻印を持つ人々

＝その像を拝む人々」のからだには、「ひどい悪性のでき物」ができる

のだが、これも文字通り解釈はダメだ。象徴解釈で「霊的な血の病」、

つまり「霊的疾病」だと思う。「血は命」であるため、キリストはご自身の

贖いの血を流して下さった。自分たちが、「イエスのあかしをし神の言

を伝えたために首を切られた人々＝獣をもその像をも拝まず、その

刻印を額や手に受けることをしなかった人々」であり続ければ、救い

は自ずといただける。ある意味、自然体で良いと考えている。一時的

で、無理した信仰を神様は望んでいない。 

※「獣の名666」はゲマトリアであり、結構書いているので、先に過去

PDFを読んで欲しい。ただ「ゲマトリア666」から勉強を始めるとゲマトリ

アの海で遭難するかも知れない。ダニエル書預言の獣の正体を人間

歴史から研究すれば、自ずと666の正体は理解できると思う。 

                              2022/03/06 Stefan      


